
　　　 人として、正しい道を歩み、人にやさしく、お互いに

成長しつつ、支え合う大切さを忘れない。

　目　標

令和7年度

　事　　業　　報　 告　 書

法人理念

正　　道　　明　　和

信頼と安心を目指し、笑顔のある職場づくり

社会福祉法人　和告福祉会



　2025年度を振り返り、利用者・職員の笑顔を沢山見ることが出来ました。

和告福祉会全体研修も前期・後期と行うことが出来ました。

また、働き方改革にて、全職員時間管理をして頂き、タイムカードを導入し職員・利用者の

皆様方にも理解して頂き進める事ができました。

日々の運営も、物価高騰が続き運営も厳しくなっています。

制度改正により、補助金申請し、冷暖房の入れ替え、インカムの導入・ＬＥＤとの交換を

行いました。

また、運営についても金融機関との協議を重ね、返済計画も無理のない計画に見直す

事ができ、これからの法人運営に力を入れ資金確保に努めてまいります。

稼働率も１００％と目指ししていますが９０％～９5％となりました

これからも職員一丸となり取り組んでまいります。

危機管理につきましては、原因不明の高熱のクラスターが発生し対応に１ヵ月かかり

施設利用が難しく退所された方もいます

今後、非常時対策委員を中心に感染対策に努めます。

地域交流については、地域また、和告寮のイベントに互いの協力により大勢の方々との

ふれ合いのなか楽しく過ごすことが出来ました。

地域の避難所としての受け入れも、地域ネットワークの中で新田地区連合会が中心に

行うことが出来ました。これからも地域の避難地として災害時には活用出来る様に

取り組んでまいります。

安心・安全を目標に、法人理念である「正道明和」の心を大切に、信頼できる法人として

努力してまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　丸茂千賀子
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■ 総括 

令和 7 年度は、法人としての“これから”を見据えながら、足元をしっかりと固める一年となりました。物価高

騰やエネルギー費の上昇など、外部環境の変化が続く中でも、金融機関との協議を重ね、返済計画を無理のな

い形へと見直すことができました。これにより、必要な資金を確保しながら、安定した運営につながる基盤づくり

を進めることができました。 

人材面では、採用が難しい状況が続く中でも、WEB 求人の強化や外国人技能実習生の受け入れなど、でき

る取り組みを一つずつ積み重ね、採用の入口を広げることができました。また、処遇改善加算の仕組みによって

昇進意欲が損なわれやすいという課題に向き合い、職員一人ひとりが自分の未来を描ける「和告キャリアデザイ

ンプログラム」を新たに作成しました。これは、法人職員の長期的な成長を支える大切な取り組みとして、今後さ

らに育てていきたいと考えています。 

法人本部としても、役割の見直しを行い、情報共有や意思決定の見える化を進めたことで、組織全体の連携

がよりスムーズになりました。制度改正に向けた準備や補助金申請にも迅速に対応し、変化に強い運営体制づ

くりを進めることができました。 

地域とのつながりにおいても、避難所としての受け入れや地域イベントへの協力、キッチンカーの出店など、地域

に根ざした法人としての役割を果たすことができた一年でした。 

一方で、稼働率の低下や体調不良による利用者減といった課題も明確になりました。クラスター発生や体調

悪化による利用終了は、法人として今後どのように支えていくかを考える大切なきっかけとなりました。これらは

令和 8 年度に向けて取り組むべきテーマとして、しっかりと受け止めています。 

こうした成果と課題がはっきりと見えた一年だったからこそ、令和 8 年度は、より安定した運営と、地域に選ばれ

続ける法人づくりに向けて、さらに前へ進む準備が整ったと感じています。 

 

■ 1. 財務基盤の安定 

物価高騰やエネルギー費の上昇が続く中、まずは法人の足元を固めることを最優先に取り組みました。 

経営改善計画書を作成し、金融機関とのバンクミーティングを実施 

協議の結果、令和 7 年度は元本返済を停止し、手元資金を厚く確保 

令和 8 年度からは 年間 3,000 万円のプロラタ返済 で再開する計画に合意 

事業報酬は▲1,400 万円、事業活動支出は▲1,500 万円と、収支差は前年より改善しました。 大きな黒字で

はないものの、着実に財務の安定へ向けた一歩を踏み出した一年でした。 

 

■ 2. 人材の確保と育成 

● 人材確保 

採用環境が厳しい中でも、できることを一つずつ積み重ねました。 

・WEB 求人の強化による常時募集体制 

・外国人技能実習生（育成就労制度）の受け入れ 

・法人見学・職場体験の積極的な受け入れ 

・職員紹介制度の推奨 

採用の入口を広げることで、少しずつ人材確保の流れをつくることができました。 

 



 

● 人材育成 

これまでの処遇改善加算の一律支給方式には、 「昇進すると夜勤回数が減り、職務を変えると処遇改善額も

減る」という構造的な課題がありました。 

そこで令和 7 年度は、 和告キャリアデザインプログラム を新たに作成し、令和 8 年度からの運用に向けて準

備を進めました。 

・キャリアラダーの明確化 

・目標管理と評価制度の見直し 

・職種やキャリアに応じた昇給ルートの整備 

・“自分の未来が見える育成制度”へと大きく前進した一年でした。 

 

■ 3. 法人本部の運用 

組織図の変更に合わせ、法人本部としての役割をより明確にし、法人本部が“調整役”として機能し、運営の

安定につながりました。 

・理事長との連携強化 

・拠点間の情報共有の仕組みづくり 

・判断の誤りを防ぐための「見える化」の推進 

・管理職・管理者会議の定例化 

・内部監査（指導面談）の継続実施 

 

■ 4. 新加算・新制度への対応 

令和 7 年度は大きな制度改正はありませんが、令和 8 年度の報酬改定に向けて準備が必要な一年でした。 

国レベルでの段階で情報を早期にキャッチ県市からの通知前に準備を開始。 

申請期限の短い補助金にも全件対応し、新加算に向けた情報収集と事前準備にも着手。 

スピード感を持って動くことで、法人として受けられる補助金を確実に申請することができました。 

 

■ 5. 稼働率の推移と分析（令和 6 年度 → 令和 7 年度） 

事業所 増減率 

和告寮 ▲3.57％ 

和久園 ＋0.97％ 

和永荘（デイ） ▲9.14％ 

ヘルパーステーション ＋4.30％ 

和告学園 ▲2.01％ 

● 減少の主な理由 

和告寮：原因不明の風邪によるクラスター 

和永荘：毎日利用者の体調悪化・死亡・特養入所 

不可抗力的な要因が大きかったものの、体調管理による利用者減という課題が残り、令和 8 年度に向けて取り

組むべきテーマとなりました。 



 

■ 6. 地域貢献（公益的取組） 

地域とのつながりを大切にしながら、さまざまな活動を行いました。 

・地域社協との契約に基づく要支援者の避難受け入れ、和告寮での避難・炊き出し訓練 

・地域イベントへの会場提供・スタッフ派遣 

・和告学園：地域や他事業所からのキッチンカー出店依頼への対応 

地域に根ざした法人として、役割を果たすことができた一年でした。 

 

■ 7. 設備更新・ICT 導入 

省エネ・再エネ補助金を活用し、空調設備更新・デイサービスの LED 化を申請 

今後も計画的に空調設備を更新予定 

テクノロジー補助金により、働きやすい環境づくりの推進 

・スマホ型インカム 

・見守りカメラ 

・無料アプリによる業務効率化を推進 

令和 8 年度は和久園の業務効率化に向けた ICT 導入を計画中。設備面でも、少しずつ働きやすい環境づくり

を進めています。 

 

■ 結び 

令和 7 年度は、財務、人材、地域、ICT といった多方面で前向きな変化が生まれた一年でした。同時に、稼働率

や体調管理など、次年度に向けて取り組むべき課題も明確になりました。 これらの経験を力に変え、令和 8 年

度も地域に信頼され、選ばれる法人を目指して歩みを進めていきます。 
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6 3 0 2
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0 0 2 0
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28 26 26 26 26 25 24 24 26 26 27 27 25.9

31 30 31 31 31 31 30 30 30 30 30 32 30.5

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 13 13 14 14 14 14 14 14 12 12 13 13.3

72 69 70 71 71 70 68 68 70 68 69 72 69.7

R7 5月 1名 R7 7月 1名 R7 4月 3名 R7 9月 2名

11月 1名 9月 1名 8月 1名 10月 2名

12月 3名 10月 1名 9月 2名 R8 12月 3名

R8 1月 1名 11月 1名 12月 2名 3月 3名

2月 2名 12月 3名 R8 3月 1名

3月 3名 R8 3月 1名

男 計
保険者

富士吉田市

都留市

3 2 1

〇令和7年度 入退寮（措置）内訳表

入退寮別

性別

男

女 0 2 0 1

新規 措置変え

入

寮

者

韮崎市

甲州市

死亡

9名

退寮

5

1

3

2

2

1

61

5月

9

0

0

入寮

6 1

11名

11月 12月

9名 10名

1

身延町0

計
19名 19名

退

寮

者

措　置 個別契約 措　置 個別契約

11名 8名

中央市

市川三郷町

措置ｼｮｰﾄ

〇令和７年度 月別入所者数（1日付）

計

計
性別

保険者

甲府市

性別

38

合計

2

男 女

南アルプス市

甲斐市

令和８年3月31日 現在〇福祉事務所別　措置入所者状況

山梨市

笛吹市

上野原市

女

2

〇令和７年度 措置入寮者・退寮者一覧

月

性別

男

女

個別契約

計

1月 2月 3月4月
平

均
6月 7月 8月 9月 10月

2 2 0

4

長期入院 他施設へ その他

0

0

10 1
計
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2

9

16

5

18

11

61

6 16 5 7 9 10 12 7 6 8 10 6 102

7 4 10 6 4 7 8 3 5 5 5 11 75

0 1 0 0 0 1 0 1 2 2 0 1 8

夜のみ 1日中

人数 6 10 15 30 1 2 58 1 24 10 51 30 0 8 24

％ 9.8 16.3 24.5 49.1 1.6 3.2 95 1.6 39.3 16.3 83.6 49.1 0 13.1 39.3

0

一

部

介

助

自

立

全

介

助

オムツ

パット類

車

椅

子

杖

歩

行

器

自

立

全

介

助

一

部

介

助

自

立

食　事移　動

100～

95～99

90～94

85～89

0 0

男

7

女 計

〇年齢別表・在籍期間表

性別

年齢

令和８年3月31日 現在

0 2 2

1 4 5

5 9 14

80～84

75～79

70～74

65～69

64未満

6 5 11

12 9 21

4

3 0 3

2 2

6

8 8

男性

5年6ヵ月

女性

5年6ヵ月

7 11

2 3

0 1 1

計

計

平均在所期間

男女　5年6ヵ月

2 0

3

性別

期間

15年以上

10以上～15未満

5以上～10未満

3以上～5未満

1以上～3未満

1年未満

男 女

4

計 29 32

5月 6月

9

要

支

援

要

介

護

1

要

介

護

2

要

介

護

3

要

介

護

467歳 63歳

79.4歳 83.4歳

2月

81.5歳

男 女

令和8年3月31日　現在 令和8年3月31日　現在

10 7 2人数

29 32 61

平均年齢

性別

最高年齢

3月

〇入所者介護保険認定者〇入所者平均年齢

要

介

護

5最低年齢

91歳 99歳

平

均

介

護

度

2.90 3

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

〇令和7年度 面会・外出・外泊状況（通院は除く）

合計4月
月別

外泊件数

面会件数

外出件数

自

立

介

護

保

険

サ

ー

ビ

ス

全

介

助

〇令和７年度 日常生活の状況

入　浴

介

助

排　泄
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1 男

2 男

3 男

4 男

5 女

6 男

7 男

8 男

9 女

10 女

11 女

12 男

13 女

14 女

15 男

16 女

17 女

18 女

19 女

20 女

21 男

　全体では骨折等による整形への入院者が多く、生活状況が変化する方が増えてしまった。

また、11月末から流行った風邪により、肺炎となり入院加療する入所者が多かった年でした。

入院には至りませんでしたが、受診者も多く、職員が通院の付き添いに追われる１年となり

ました。

R7.10.6

R7.10.24 R7.11.11 甲府共立病院

R7.11.18 R8.3.3 湯村温泉病院

R7.10.27 R7.10.31 市立甲府病院

R7.10.31 R7.11.18 市立甲府病院 脳出血

脳出血後遺症

右膝脛骨顆骨部骨折

右膝脛骨顆骨部骨折

死亡

R7.12.8 R7.12.29 甲府共立病院 死亡

内科 肺炎

R8.3.6 R8.4.28

肺炎

R7.12.4 R7.12.5 甲府共立病院

甲府共立病院

R7.10.23 県立中央病院

R7.10.23 R7.12.9 竜王リハビリ病院

検査入院の為

総胆管結石

R7.7.26 R7.8.6 県立中央病院

R7.9.8 R7.10.1

病院名
診断名

R7.5.23 R7.6.25 花園ホスピタル 統合失調症

R7.6.12 R7.6.16 貢川整形外科 手指関節症

R7.6.25 R7.8.25 甲府共立病院 肺炎

R7.12.9 R7.12.29 甲府共立病院

R7.12.11 R8.2.4 花園ホスピタル

肺炎内科

精神科 統合失調症

内科 肺炎

R8.3.4 R8.3.19 県立中央病院

竜王リハビリ病院

R8.3.30 R8.4.13 山梨病院 内科

R8.3.13 甲府共立病院 内科 低ナトリウム血症

入院施設

内科 新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ

心筋梗塞

〇令和７年度　入退院状況

備考
性

別
入院月日 退院月日

内科 肺炎

R7.12.15 R8.1.8 甲府共立病院

貢川整形外科 整形外科 左大腿骨頚部骨折R8.2.26 R8.3.5

リハビリ 左大腿骨頚部骨折

R8.3.9

診療科

精神科

整形外科

内科

消化器内科

整形外科

リハビリ

循環器内科

内科 検査入院の為

脳神経外科

リハビリ

内科
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参りました。集団での活動は他の寮友とのコミュニケーションの促進、連帯感を養う事も

書道クラブ

造形クラブ

15

10

季節に合わせて、講師の先生にお手本を用意して頂き、個々のレ

ベルに合った課題を選び取り組みました。ふれあい書道展と新田

地区文化祭にも出展しており、皆さんとても上達しております。

講師の先生に指導を頂きながら、新田地区文化祭に向けて作品を

仕上げて参りました。回を重ねるごとに上達されており、施設内

掲示板にも展示し目にされた方々からお褒めの言葉を受けており

ます。

〇令和７年度　グループ・クラブ活動実施状況

入所者の皆さまが日々の生活が少しでも楽しく、活動的に過ごせるように企画し取り組んで

目標としています。

クラブ名
対象人員 活　動　状　況

ボランティアの講師に来て頂き、指導を受けながら作成しており

ます。令和７年度は手提げバッグやｸﾗﾌﾄﾎﾞｰﾙ、吊るし雛等に挑戦

し、苦労しながらではありましたが上手に作成出来ました。

ソプラノ・アルトの混声二部合唱で編成しており、市民音楽祭・

地区文化祭を目標に課題曲（いい日旅立ち、ソーラン節）の練習

に励んで参りました。また今回はカスタネット・太鼓も使用し、

少し違った発表が出来たと思います。

10

15

手芸クラブ

音楽クラブ

折り紙クラブ

園芸クラブ

リズムクラブ

生き生きクラブ

グラウンドゴルフ

ペタンク

機能訓練

甲府市文庫連絡会の皆様に来て頂き、その季節折々の折り紙作品

を楽しく作らせて頂きました。難しい作品もありますが、皆さん

一生懸命取り組まれ、やり甲斐を感じております。

身体や脳の活性化を促しながら、ADL低下防止や残存機能を維持

するために、楽しみながらも実践的なリハビリを行いました。

暖かい季節には散水活動や草取り、環境整備を行います。自然に

触れ、体を動かすことで、良い運動の場となっております。ま

た、職員とともに野菜を育て寮の食事やおやつに提供しました。

40

20

20

20

30

20

リズムに合わせ体を使い、楽器を使用し音を奏でています。7年度

もクリスマス会に向けてハンドベル演奏を練習し、皆さんの前で

発表する機会を今年度も作りました。練習は苦労されてきました

が、発表会には「ドレミの歌」「エーデルワイス」「荒城の月」

「きよしこの夜」の４曲を演奏することが出来ました。

身体や指先の運動、脳の活性化などを目的としたレクレーション

活動を実施しました。

気候の良い時季に合わせて、寮庭で活動しました。年に２回は地

域の方の参加があり、一緒に体を動かすことが出来ました。
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内容

月

●

3月

（3/25）

●

● ●

●

●

3回 ２回 ２回 ２回 12回 12回

● ● ● ●

●

11/26

● 12/17

● 1/21

● 2/18

● 3/25

●

● 8/20

● 9/24

● 10/22

（12/17）

1月

（1/21）

●

●

（9/24）

10月

（10/22）

11月

（11/21）

12月

●

計

●

1回

8月

（8/20）

9月

（6/26）

7月

（7/23）

2月

（2/18）

4月

（4/23）

5月

（5/21）

6月
● ● ● ● 6/26●

〇令和７年度　防災訓練及び安全対策

総合訓練 避難訓練 消火訓練
通報訓練

連絡訓練
炊き出し 教育

防火・予防

自主点検

●

● 4/23●

● 5/21

●

7/23

●

・上記の通り、各災害想定の避難訓練、消火訓練を主体的に実施してまいりました。

　また、防災の知識や心構えについて学ぶ機会をもうけ勉強してきました。

＜訓練内容について＞

令和7年6月26日

令和7年9月24日

令和7年11月16日

令和7年11月21日

夜間の避難訓練と炊き出し訓練（翌日）を実施

大地震想定の避難訓練を実施、発電機使用法や簡易トイレ設置の確認

地域合同の避難訓練を実施

火災想定の総合避難訓練

概　要
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月 日 月 日

1 1

1 2

3 3

9 4

10 9

17 10

22 16

23 17

24 24

31

1 1

2 5

8 6

14 13

15 14

22 16

23 21

24 27

30 28

29

3 1

4 1

10 11

11 12

11 16

12 17

18 18

19 25

26 26

30

外出ショッピング

６

月

9

月

お花見会・ひな祭り

桃の花ドライブ

外出ショッピング

外出ショッピング

春のレクレーション

＜上半期＞

月例祭

行事名

新年度顔合わせ会

行事名

月例祭 石鹸作り

〇令和7年度　年間実施行事

４

月

7

月

５

月

外出ショッピング

ほどきの会

外出ショッピング

外出ショッピング

入所者健康診断

月例祭

柏餅づくり

外出ショッピング

ほどきの会

外出ショッピング

外出ショッピング

和告宮祭

和告宮祭

4・5月生まれ誕生日会

ほどきの会

外出ショッピング

七夕飾り

歯の勉強会

お楽しみ外出

月例祭

常説寺清掃

お楽しみ会（水遊び）

合同慰霊祭・迎え火

外出ショッピング

送り火

外出ショッピング

夕涼み会

外出ショッピング

6・7月生まれ誕生日会

8

月

月例祭

美観ボランティア

外出ショッピング

甲府市慶祝訪問

ほどきの会

敬老会

外出ショッピング

外出ショッピング

8・9月生まれ誕生日会

手洗い勉強会

月例祭

グラウンドゴルフ・ペタンク大会

ほどきの会

地域交流会（食中毒勉強会）

衣類販売

外出ショッピング

バイキング食

外出ショッピング
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月 日 月 日

1 1

2 1

9 7

10 8

12 9

16 15

23 21

24 22

26 30

29

2 2

3 3

5 6

11 11

12 12

13 13

14 19

19 20

20 26

27

2 3

5 3

11 11

12 12

16 18

17 19

18 24

24 25

25 26

30 28

　四季を感じられるイベントや外出行事など、入所者の日々の生活が豊かで楽しくなるように

＜下半期＞

1

1

月

行事名 行事名

1

0

月

月例祭

1

月

拝賀式・新年の祝膳

十五夜団子作り 月例祭（初詣）

外出ショッピング 初笑い会

和告運動会 外出ショッピング

シルバーふれあい会 書初め大会

外出ショッピング 外出ショッピング

外出ショッピング ほどきの会

ほどきの会 外出ショッピング

新田地区文化祭 12・1月生まれ誕生日会

寿司バイキング

甲府市文化祭

2

月

月例祭

月例祭 節分祭

グラウンドゴルフ・ペタンク大会 入所者健康診断

ほどきの会 外出ショッピング

紅葉狩り（河口湖） 入所者健康診断

外出ショッピング バレンタインデー

紅葉狩り（美術館） ほどきの会

衣類販売 ほどきの会

外出ショッピング 外出ショッピング

外出ショッピング

10・11月誕生日会 ひな祭り食

外出ショッピング

1

2

月

3.11追悼コンサート

健康づくり 外出ショッピング

ほどきの会 ほどきの会

外出ショッピング 外出ショッピング

餅つき会 お楽しみ給食

クリスマス会 外出ショッピング

外出ショッピング 10・11月誕生日会

正月飾り・注連飾り 地域交流会

クリスマス飾り

企画、運営してまいりました。

3

月

月例祭
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＜好きな食べ物＞ ＜嫌いな食べ物＞

１位 １位

２位 ２位

３位

辛い物

魚

41.07

魚 介 類 72.18 9.63

カレー

180

豆及び豆製品

47.6

卵　類 15.96

砂 糖 類 8.36

野 菜 類

32.2

油 脂 類 6.57 306.43

牛乳及び乳製品 97.59 芋　類

穀 米 類

※当寮実績が高めなのは、和告寮では若い入所者の割合が多いことが要因となってます。

荒刻み ミキサー

55 13 2 53 10 5 2

高栄養ｽｰﾌﾟ

10

〇食事形態表

常食 粥食 ミキサー 普通 超刻み

主　食 副　食

果 実 類

61.09

〇食品構成表

肉 類

〇嗜好調査

刺身

肉

食 品 群 別
1人1日当たり

必要（ｇ）
食 品 群 別

1人1日当たり

必要（ｇ）

海 藻 類

エネルギー（kcal）

栄養素別

令和7年度

カルシム（ｍｇ）

ビタミンC（ｍｇ）

食塩

1545 1635 ＋90

54 74 ＋20

38 35.6 -2.4

635 648 ＋13

50 88 ＋38

8 6.3 -1.7

脂肪（ｇ）

タンパク質（ｇ）

※入所者の嗜好が日々変化していくこと

もある為、定期的に聞き取りを行い、臨

機応変に対応し食事が楽しめるように務

めて参りました。

〇栄養蛋白等の状況

所要栄養素

（一般高齢者）
当寮実績 比較

区分
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人数

中村町たんぽぽの会 8

＜地域防災活動＞

新田自治連・新田社協

新田食推・中村町・

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

17

中村町たんぽぽの会

新田自治連

中村町たんぽぽの会

新田地区自治連

新田地区社会福祉協議会

10

14

参加者

中村町たんぽぽの会

新田地区社会福祉協議会
14

中村町たんぽぽの会

中村町たんぽぽの会

新田地区食生活推進委員

中村町たんぽぽの会

新田社協・新田食推

10

20

令和7年10月12日 ｼﾙﾊﾞｰふれあい会
ﾊﾝﾄﾞﾍﾞﾙ演奏会・落語

ビンゴ大会・食事会

・職員の派遣　・豚汁提供

・物品と場所の提供

令和7年11月22日 防災講和 地震や火災についての勉強会 ・職員の派遣

＜和告寮計画イベント＞

＜地域支援イベント＞

日付 行事名 内容

15

貢献内容

敬老会

餅つき会 餅つき
・職員の派遣　・豚汁提供

・物品と場所の提供

ひな祭り

お花見会

ひな祭りイベント

お花見バーベキュー　等
令和7年4月1日

〇令和７年度 地域交流行事・活動 実績

令和７年度も季節に合わせた行事活動を企画し、地域の皆様にも参加、利用して頂くことで

日々の生活の楽しみや仲間作りの場として活用して頂いております。また、地域のニーズに

合わせて、施設環境、物品等の提供や職員による支援活動を実施しております。

日付 行事名 内容

令和7年11月16日
和告寮への避難訓練を実施

受付、会場設営、炊き出し訓練　等

令和８年度も地域と連携を図り、避難訓練を実施しました。

クリスマス会令和7年12月24日

令和7年8月27日 夕涼み会

令和7年10月10日 和告運動会

令和7年4月22日 春のﾚｸﾚｰｼｮﾝ

令和7年6月11日 地域交流会

令和7年7月2日 石鹸作り

日付 参加者内容

新田地区自治会 各団体長

地区食推・地域避難者

クリスマスセレモニー

演奏会・食事会　等

スイカ割・盆踊り・怪談話

花火・食事会・ゲーム　等

敬老祝賀会・フラダンス

玉入れ・パン食い競争

ダルマ倒し　等

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ・ﾍﾟﾀﾝｸ

熱中症・食中毒をテーマに

勉強会

廃油と苛性ソーダーを使用し

手作り石鹸を作成

令和8年1月17日

令和7年9月17日
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今後は、身の回りの水源から飲み水を造ることが可能になり、安心できております。

使用できなくなることが予想されており、施設で備蓄している飲用水だけでは入所者、職員

更には地域から受け入れた避難者分の十分な確保が難しいのが現状でした。

〇赤い羽根共同募金

令和7年度には災害時用濾過機を購入させて頂きました。大地震の際には上下水道は長期間
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令和 7年度 

事 業 報 告 
 

自 令和 7年 4月 1日 

至 令和 8年 3月 31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 和告福祉会 

和告ヘルパーステーション 

  



 

 

 

令和 7年度事業報告 

 

令和 7 年度は利用者の高齢化、重度化により利用人数の増減が見

られ、プランの変更や他事業所との連携を行いました。利用者の利用

終了が続きましたが、新規利用者も確保でき、利用人数の維持が出来

ました。 

 

常に他事業所や職員間での報連相を密に取り体調の変動が見られ

る利用者に必要なサービスの提供や日々の状況の把握をすることが

できました。 

 また感染症流行時は、サービス予定の変更を行い継続して利用者

へのサービス提供に努め、職員・利用者の健康管理と体調観察を行う

ことができました。 

 

来年度もご利用者の身体状況や精神状況の把握と観察を行い、他

事業所など関係者との連携を図り、情報を共有し、より良い介護を行

います。 

  

ご利用者一人ひとりに適切なサービスを提供するために、アセス 

 



 

 

メント、計画書、モニタリング、カンファレンスを丁寧に行い、高

い技術をもってサービスの提供にあたります。 

 そして訪問介護を通じて、生活の質の向上と自分自身で出来る喜

びを感じてもらえるよう来年度も心掛けてまいります。 

 

 

●職員構成 

 施設長 管理者 
サービス提供

責任者 
訪問介護員 合計 

常勤 0人 0人 0人 0人 0人 

兼務 0人 0.5人 0.5人 16人 17人 

非常勤 0人 0人 0人 0人 0人 

合計 0人 0.5人 0.5人 16人 17人 

 

●延べ利用人数 

単位：人 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

1077 1184 1123 1167 1204 1099 1111 1072 911 967  988 1085 

 

























 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年度 デイサービスセンター和永荘 

事   業   報   告 
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Ⅰ.事業所概要 

施設の名称及び住所等 

事業所名  デイサービスセンター和永荘 

 所在地   〒400-0069 山梨県甲府市中村町 11-18 

 管理者名   上田 美香 

 定員   50 名 

 サービス提供地域   山梨県 中北地域(甲府市、甲斐市） 

 サービス提供時間   8:30～16：30(年末年始は休業） 

 

職員の職種、員数                
                     

職員の職種、職位 職員数 常勤 非常勤 退職者 兼務等 

管理者 1 名 1 名 0 名 0 名   

生活相談員 3 名 3 名 0 名 0 名 3 名 

看護職員 2 名 1 名 1 名 0 名 ２名 

機能訓練指導員 2 名 1 名 1 名 0 名 ２名 

介護職員 8 名 4 名 4 名 0 名 4 名 

歯科衛生士 1 名 0 名 1 名 0 名   

栄養士 1 名 1 名 0 名 0 名   

調理員 2 名 0 名 2 名 0 名   

事務員 1 名 1 名 0 名 0 名 1 名 

運転手 5 名 4 名 1 名 1 名 ４名 

                     

〈総括〉 

令和 7 年度の和永荘は、減少した職員体制で、利用者層をしっかりと受け止めながら、

日々のサービスの質を丁寧に積み重ねた一年でした。利用者の健康状態の変化や体調不良

による利用終了が続き、稼働率は下がったものの、職員一人ひとりがご利用者の生活に寄り

添い、安心して通える環境づくりに努めてきました。 

また、OJT や日々のミーティングを通じてチーム力が高まったことで、急な変化にも柔

軟に対応できる体制が整っています。次期報酬改定では、LIFE 加算の拡大を見据え、記録

の精度やケアの質の向上に取り組み、より一層のサービス向上に向け、邁進していきます。 

地域とのつながりも大切にし、季節行事や外出レクリエーションを通じて、ご利用者が

「ここに来るのが楽しみ」と感じられる時間を提供できたことは、和永荘の大きな強みとな

っています。 

課題としては、体調悪化や死亡による利用終了が続き、稼働率の維持が難しかった点が挙げ

られます。これらは避けられない側面もありますが、健康増進や早期異常発見の取り組みを

強化することで、より長く在宅生活を支えられるよう努めていく必要があります。 



〈満足度の高いサービスと安定経営の両立〉 

① 他にない、価値のあるサービスの充実強化 

・中庭の整備、美化活動に取り組み、散歩の楽しみや屋外での食事などのサービスを

提供しました。 

・職員へ毎月のストレスチェックと虐待防止に関するアンケート等を実施しました。 

② 新型コロナウィルス感染症対策の強化 

・テーブルにパネルを設置し、安心して過ごせる環境の整備をしました。 

・高原検査キッドの配備をし、疑いがあれば速やかな検査を実施しました。 

・様々な補助金などを利用し、環境整備や物品の購入を行いました。 

（1）法人研修              
                     
 7 月 日赤 救急救命法実践研修  月   
                     

（2）施設内研修              
                     
 4 月 介護の基本（緊急時の対応） 10 月 防災（火災一般） 

 7 月 虐待防止 12 月 認知症について 

 8 月 防災（水災害） 1 月 事故防止 

 9 月 感染症防止 3 月 感染症防止（コロナ対策） 
                     
 ※職員同士で積極的な意見交換を行い、介護理念の確立、介護技術の向上に努めた。 

 

（3）余暇活動              
                       
 月 行事食 その他の余暇活動 

 4 月  春のお花見弁当 庭の桜にてお花見 

 5 月  端午の節句プレートランチ 端午の節句（手工芸・歌） 

 6 月  梅雨に負けないご長寿御膳 室内で出来る運動、ゲーム 

 7 月  七夕プレートランチ 七夕短冊作り 

 8 月  夏バテ防止御膳 盆踊り 

 9 月 祝敬老弁当 敬老会 

 10 月 ガンバレ運動会弁当 運動会 

 11 月 紅葉狩り弁当(屋外) 季節の移り変わりを見る・紅葉狩り 

 12 月 クリスマスプレートランチ クリスマス会 

 1 月 お椀御膳 新年会（新年の抱負） 

 2 月 節分御膳 節分(豆まき） 

 3 月 ひな祭りプレートランチ ひなまつり(手工芸・歌） 

・随時、季節に応じた行事を計画し実施した。その他、誕生日会、歌の会を行いました。 

・季節に応じたお菓子作り等、料理レクを行いました。 

・カラオケ機器を利用し、随時、カラオケ、体操を行いました。 

 



（4）その他の活動 

①介護福祉士養成機関実習生の受入れ 

 令和 7 年 山梨大学 2 名 

 

3.利用実績                 
                       

年月 利用人数 稼働日数 月稼働率 昨年度同月 増減 

令和６年 4 月 949 30 63.3% 1046 -97 

令和６年 5 月 1004 31 64.8%  1114 -110 

令和６年 6 月 978 30 63.1%  1071 -93 

令和６年 7 月 855 31 55.2% 1072 -217 

令和６年 8 月 952 13 61.4% 1060 -108 

令和６年 9 月 932 30 62.1%  1045 -113 

令和６年 10 月 957 31 61.7%  1088 -131 

令和６年 11 月 868 30 57.9% 978 -110 

令和６年 12 月 906 29 60.4% 949 -43 

令和７年 1 月 861 28 61.5%  878 -17 

令和７年 2 月 865 28 61.8%  865 0 

令和７年 3 月 918 31 59.2%  990 -72 

合計 11045 331 61.03% 12156 -1111 

 

※昨年度に比べ延べ利用人数は -1111 名の増減がありました。 

平均稼働率は、前年度に比べ -6.24％の増減がありました。 

 

 

 



 

 

 

令和 7 年度 

事業報告書 
 

自 令和 7 年 4 月 1 日 

  

至 令和 8 年 3 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人和告福祉会 

障害福祉サービス 就労継続支援 B 型事業 

和告学園 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事業報告書 

 

令和 7年度 社会福祉法人和告福祉会  

障害福祉サービス 就労継続支援 B 型事業所 和告学園 

 

就労継続支援 B 型事業について 

和告学園は通常の事業所に雇用されることが困難な就労経験がある障害のある方に対し、生産

活動などの機会の提供、知識および能力向上のために必要な訓練などを行う障害福祉サービス

の就労継続支援 B 型事業所である。このサービスを通じて生産活動や就労に必要な知識や能

力が高まった方は、就労継続支援（Ａ型）や一般就労への移行を目指し、 事業所もその移行への

支援を提供する。 

 

就労訓練 

・家事代行・買い物支援サービス 

 高齢者施設の洗濯や除菌・シーツ交換作業を中心に、お客様（入所者）のニーズをとらえたサー

ビス内容で、お客様から感謝のお声を頂いている。介護職員補助を目的とした作業内容を訓練と

し、お客様の洗濯や、居室ベッドのマットレス・カバー・枕等の除菌作業、シーツ交換を行ってい

る。洗濯代行作業での洗濯物を洗う・干す・畳むという一連の作業は自身が生活していく上でも必

要な生活習慣である為、自立訓練の一環にもなっている。 

シーツ交換作業においては、今年度も除菌作業を行う事でリネン類を発生源とした感染症、皮

膚疾患の抑制にも貢献できた。 

 買物支援についてはお客様の要望に沿った商品選びや探し物、荷物運搬や誘導・見守りの補

助等を行い、安全・安心を確保することができた。 

・喫茶室営業 

飲み物の配膳、地域への販売用のお菓子袋の詰めやラッピング、飲み物の販売や補充、簡単な

接客等も行っており、やわらぎの作業の中でコミュニケーション能力を図ることができた。 

また、イベントへの出店等でキッチンカーの運営も行っており、開店準備、オーダー取り、片付けま

で一連の作業を行った。準備から片付けまでの作業を行う事で作業の流れを理解してもらい、自

立に向けた支援を行っている。お客様や地域の方との交流にもつながり、会話やコミュニケーショ

ンの向上に繋がった。 

  

 

 

 

 



利用状況 

新規利用開始者2名、退所者1名。 

退所された方はご利用者間でのトラブルが長期の中で度々あり、都度職員面談・指導をおこ

なってきていたが退所に繋がってしまった。 

利用者の傾向として、「働くことを通した居場所」の側面が色濃くなっている。また休まず通所

していただきたいところではあるが、軽度の体調不良等で遅刻・欠勤される方もいた。できなか

ったことを少しずつ、個人個人の目標に向かって作業に取り組み、ゆっくりではあるが就労に

向けた進歩が一人ひとりに見られている。 

これからも利用者自身が通所する意味合いや目的がしっかりと自覚でき、そのことに向けて前

進できるための実行力、継続する力をつけるためにはどうするべきかを考え、次年度の取り組

みに反映させていく必要がある。 

 

年間利用者数 

令和7

年度 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

5名 5名 4名 4名 4名 4名 4名 5名 5名 4名 4名 4名 

93 97 70 82 70 79 82 74 86 58 56 73 

 

3月 31日現在 

男性  2名 

女性  2名 

精神障害    4名 

知的障害   0名 

  



令和 7年度 年間活動 

 

時 期 活 動 内 容 会 場 

4月 和告寮 買物バスツアー（買物支援） いちやまマート 

5月 和告寮 買物バスツアー（買物支援） 

和告宮祭（キッチンカー出店） 

いちやまマート 

和告寮 

6月 和告寮 買物バスツアー（買物支援） 

 

いちやまマート 

7月 和告寮 買物バスツアー（買物支援） 

 

いちやまマート 

 

8月 和告寮 買物バスツアー（買物支援） 

湯村ふる里祭り（キッチンカー出店） 

いちやまマート 

和泉愛児園 

9月 和告寮 買物バスツアー（買物支援） いちやまマート 

 

10月 和告寮 買物バスツアー（買物支援） いちやまマート 

11月 和告寮 買物バスツアー（買物支援） 

サテライト万寿の杜イベント（キッチンカー出店） 

いちやまマート 

万寿の杜 

12月 和告寮 買物バスツアー（買物支援） いちやまマート 

１月 和告寮 買物バスツアー（買物支援） いちやまマート 

２月 和告寮 買物バスツアー(買物支援) いちやまマート 

３月 和告寮 買物バスツアー（買物支援） 

日本心理教育・家族教室ネットワーク（キッチンカー出店） 

いちやまマート 

山梨県立大学池田キャ

ンパス 

  



実習生受け入れ 

5、9月   山梨県立わかば支援学校  ２週間 １名(女性) 

体験者受け入れ 

7、8月   基幹センターりんく紹介 女性 1名 

11月    計画相談ヴィーヴィ紹介 男性 1名 

 3月    計画相談ヴィーヴィ紹介 女性 1名 

送迎実績 

送迎先 

  竜王駅     1名 

  甲斐市富竹新田  1名 

  甲府市伊勢     1名 

  

 

 

以上 

 

 

 


